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１．問題と目的
保育士試験により資格を取得し、保育所保育士に

転職しようとする人たちがいる。こうした人たちは
保育者養成校出身でないため、保育実技に関しては
学習の場が無いまま、保育の現場に出ることになる。
このことについて、全国保育士養成協議会の平成30
年度の調査研究結果によれば、「保育士として働く
ことについて」回答者の約85％が不安を感じ、73％
は研修が必要であると回答している。また、「働く
ことへの不安を感じる理由」について、約24％が
「経験の不足」を、10.6％が「知識・技術の不足」
を挙げている。さらに、「実習や研修を必要だと思
う理由について」、「保育現場における経験がなく不
安なため」が最多で70.5％、「音楽や身体活動など
の保育実技を習得したいため」も27.4％で11番目に
挙がっている。
研究者は、音楽表現の担当教員としてこの項目に
着目し、本学公開講座において研修を実践した（長
嶺，2020）。講座で扱う教材を検討するにあたり、
現職保育士への質問紙調査を実施し、現在の保育所
ではどのような手あそび歌が行われ、保育士はその

ねらいについてどのように考えているのかについ
て、分析中である。
このように手あそび歌に着目した実践や研究を進
める過程で、現代ならではの課題が明らかになって
きた。社会人学習者だけでなく、本学学生において
も情報源は専らインターネット、それもパソコンよ
りスマートホンの利用が圧倒的多数となったことで
ある。中でも手あそび歌の情報はYouTubeを頼りに
している学習者がたいへん多いことも後述するアン
ケート調査により明らかになった。手あそび歌はも
ともとわらべうたの一種であり、遊び継がれること
により伝承されてきた。しかし、1970年代からは、
手あそび歌単独で多数の図書が刊行され、保育者養
成課程の音楽表現や言語表現の授業等でも教材とし
て採用された。2010年前後からは、ソーシャルメ
ディアによる情報拡散が急速に進んだために、図書
で調べるという方法で情報収集する学習者が激減し
ている。研究者は、教科書による教育的に配慮され
た歌唱は手あそび歌に必要であるか否か、不要であ
るなら手あそび歌関連図書の資料としての価値はど
うなるのか、改めて考えることも必要なのではない
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かと考えた。
そこで本研究では、手あそび歌の伝承の変遷を振
り返りながら、手あそび歌がソーシャルメディアに
より情報拡散することの問題点を考察し、音楽教
育・保育者養成教育における課題について検討する
ことを目的とする。

２．研究の方法
国立国会図書館所蔵の文献より手あそび歌の資料
を調査する。資料から手あそび歌の伝承の変遷につ
いて考察する。また、本学学生を対象にアンケート
調査を実施し、音楽教育・保育者養成教育としての
手あそび歌の学習に関する問題点について考察する。

３．手あそび歌とその伝承の変遷
3 - 1．1893年─幼児の手あそびに関する最古の資

料
幼児の手あそびに関して国立国会図書館オンライ
ンに登録されている最古の文献資料は、坂下亀太郎 
編1893年（明治26年）『絵入幼年遊戯』の中の「滑
稽手あそび」である。この時点では、手の形を人の
顔に見立て、面白おかしく動かすという単純な遊び
であり、そこに手指の協応動作やリズム感の養成、
また、想像力を養う等の教育的な要素は見出されな
い。また、歌唱は伴わず、純粋に子どもたちと楽し
みを共有するパフォーマンスとしての見立て遊びで
ある（図１）。また、この遊びの考案者・出典等は
明らかにされていない。

滑稽手あそび。
指を図の如くに握りて滑稽じみたる面を描き、親
指と他の指との間を自在に開閉するときは恰（あ
たか）も人形が物言ふ如く見えて一層の可笑味
（おかしみ）を増すものなり若し之に加ふるに指
節の頂は手布或は其の他の布巾を被らせれば猶ほ
眞に迫りて見ゆべし。
 ※（　）内は筆者。

3 - 2．1950年代─わらべうたの中の手あそび歌
つぎに古い文献資料は、上伊那誌編纂会，1957年

『上伊那誌資料 第４上伊那のわらべ唄─長野県上伊
那地方の童唄７』、「手あそびの唄」である。この時

期から、わらべうたを採譜し編纂することが複数の
地方で行われたようである。手あそびはわらべうた
のひとつとして収録されており、「手あそび歌」単
独の図書はまだ見られない。伝承遊びのひとつとし
て遊び継がれてきたためか、1893年から1957年の64
年間に手あそびに関する文献は国立国会図書館には
残っていない。

3 - 3 - 1．1970年代以降①─幼児教育書としての手
あそび歌集
幼児教育の指導書として、手あそび（・指あそ
び）だけを集めた最初の図書は、1972年の三宅邦
夫・有木昭久 共著『楽しい指あそび・手あそび100 
（指導者の手帖）』（黎明書房）である。内容は、前
掲書と同様に指を組み合わせて動物等の形に見立て
て子どもに話しかけることを楽しんだり、指先の感
覚の錯覚を楽しんだり、他者と手指を触れあうゲー
ムを楽しんだりするものでる。現代の手あそび歌の
図書のように楽譜と演じ方の説明図による構成はま
だ存在しない（図２，３，４）。著者は指あそび・手
あそびのねらいについて「演じながら、子どもたち
に語りかける楽しいあそびの文化財」であり、「ふ
たりが手と手を触れ合わせること」が「いちばん大
切な要素」であるとしている（p. 7）。合計100のあ
そびが紹介されているが、そのすべてが他者との触
れあいや交流をもたらす遊びである。うたを伴うあ
そびは100個中５個である。“セッセッセーのよいよ
いよい”ではじまる「おてらのおしょうさん（手合

図１　「滑稽手あそび」『絵入幼年遊戯』p. 104より
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わせジャンケン）」のような、いわゆるとなえ歌を
伴う手あそびが３個、「ロンドン・ブリッジ（ロン
ド橋おちた）」「うさぎ」といったよく知られた民謡
や唱歌で遊ぶものが２個である。この２曲に楽譜は
掲載されていない。
これを皮切りに1970年代以降は手あそび歌集の出
版ラッシュである。著者は保育者養成校教員による
ものが多い。著者自身の授業で採用するためである
ことも考えられる。内容は、保育園で遊び継がれて
きたものを編纂した図書、保育雑誌のために書き下
ろした遊び、著者が独自に創作した遊びの紹介等に
分類できる。

3 - 3 - 2．1970年代以降②─楽譜と演じ方の説明図
で構成される教科書としての手あそび歌集
収録された遊びの全てに楽譜と演じ方の説明図が

添付された最初の図書は、阿部直美編著（1979）『指
あそび手あそび100（Child保育実用書シリーズ）』
（チャイルド社）および、同年刊行の二階堂邦子編
（1979）『手あそびうた50　第１集あがりめ　さがり
め』（学事出版）である（図５，６）。
これらの図書の中で、手あそびの「ねらいのひと
つにリズム感を育てること（阿部，1979）」がある
とか、「音楽感覚を養うことが出来る」、「運動あそ
び、楽器あそび、製作あそびなどに展開できる」、
「歌詞、動作、テンポなどは、子どもの年齢や発達
に合った遊びを選ぶ」、「指導の前に、楽器などで音
程・リズムを知っておく。複数で指導する時や子ど
もたちが覚えたら、楽器をひきながら指導するとよ
い（二階堂，1979）」というように、手あそびに音
楽教育的な要素を付加して紹介されるようになっ
た。この頃から手あそび歌の図書は、保育者養成音
楽教育においても教材として採用されるようにな
り、養成校の学生が音楽等の授業で手あそびを学ぶ
ということが始まったと考えられる。

図３　三宅・有木（1972）p. 62より「おてらのおしょうさん」

図４　三宅・有木（1972）p. 26より「ガラス」

図２　三宅・有木（1972）p. 52より「かえる」
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3 - 4．1980年代以降─保育ミュージシャンの登場
1980年代には、中川ひろたか・新沢としひこ等、

保育所保育士としてのキャリアがあるプロミュージ
シャンが登場し、数々のあそび歌を発表した。手あ
そびを楽曲に合わせて遊ぶことが主流となっていっ
た要因として、彼らの影響は小さくないであろう。
このムーブメントは次世代に継承され業界の発展が
続いている。

3 - 5．2000年代以降─ソーシャルメディアによる情
報拡散
YouTubeで「手あそび」というキーワードを入力

すると、408件がヒットした（2020年１月13日参照）。
アップロードの日付が最も古いものは2009年であっ
た。動画作成者は、手あそびの図書の出版社や音楽
教室のほか、保育情報サイト運営者や現職保育士も
含まれる。内容は、出版社が出版物に収録した内容
を実演して紹介したもの、現職保育士が職場でよく
実践する手あそびを紹介したもの、また、企業の場
合は宣伝広告目的で公開している場合もある。特に
近年、動画編集がスマートホンで誰でも簡単にでき
るようになるにしたがって、歌唱や演奏の専門家で
はない人による動画作成および公開が急増してい
る。こうした情報を学習者がどの程度利用している
のか、調査することにした。

3 - 5 - 1．手あそび歌の情報源に関するアンケート
調査

（1）対象
・本学学生１年生89名のうち任意で回答した84名
（回答率94％）
・回答は任意で無記名とした。
 （2）調査時期
2020年１月
なお、個人情報は適切に保護され、本稿執筆以外
の目的では使用しないことを明示し、回答をもって
同意とみなすことを説明したうえで実施した。

3 - 5 - 2．結果
（1）手あそびを調べるために一番よく使うものはな
んですか？（図７）
①YouTube…65.5％図６　二階堂（1979）p. 122より「タイムマシン」

図５　阿部（1979）p. 8より「あがりめ　さがりめ」
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②YouTube以外のインターネット…23.8％
③図書館の本…9.5％
④書店で図書を購入…０％
⑤その他…1.2％

（2）手あそびを調べるために二番目によく使うもの
はなんですか？（図８）
①YouTube…31％
②YouTube以外のインターネット…47％
③図書館の本…11％
④書店で図書を購入…５％
⑤１番目のほかには無い…５％
⑥その他…１％

（3）YouTubeで手あそびの動画を見たことがありま
すか？（図９）
①ある…97.6％
②ない…2.4％

（4）YouTubeで手あそびの動画を見たことがある人
へ。動画で歌っている人の「音程がずれている」
ことなど、演奏技術に関して気になることがあり
ますか？（図10）
（５件法）
①音程のズレがいつも気になる…3.6％
②ときどき気になる…10.7％
③どちらでもない…26.2％
④あまり気にならない…36.9％
⑤全く気にならない…22.6％

（5）YouTubeで手あそびの動画を見るとき、最もよ
く使うものは次のどれですか？（図11）
①スマートホン…98.8％
②タブレット…1.2％
③パソコン…０％

図８　手あそびを調べるために二番目によく利用する情報源（％）
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図10　YouTube動画の演奏技術について（％）
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図７　手あそびを調べるために最もよく利用する情報源（％）
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3 - 5 - 3．考察
（1）よく利用される情報源
最もよく利用する情報源を尋ねたところ、YouTube
が最多で65.5％、それ以外のインターネット（23.8％）
も合わせると89.3％に上った。
二番目によく利用する情報源もインターネットで、
78％である（YouTube31％、それ以外のインターネッ
ト47％）。
図書館の図書が最もよく利用する情報源であると

回答したのは9.5％、二番目の情報源としたのは11％
である。
書店で購入した図書を最もよく利用するのは５％、
二番目の情報源としたのも５％である。
情報源は最もよく利用するものだけであり、二番
目に利用するものは無いとの回答は５％である。
以上の結果から、多数刊行され大学図書館に所蔵
されている図書はほとんど活用されていない実態が
明らかになった。理由は、スマートホンの普及によ
るものと考えられる。いつでもどこでも簡単に情報
にアクセスできること、スマートホンの機能および
データ通信速度が向上し、ますます利用にストレス
がなくなり生活に浸透したことで、図書館に足を運
び図書を探すという時間と手間のかかる行動は選択
されにくくなったと考えられる。
（2）手あそび歌の演奏技術に関して
最も頻繁に利用されるYouTubeは、誰でも動画を
公開できるため、演奏技術面では未熟な物が少なく
ない。このことが視聴する学生にとってどの程度気
になるのかについて尋ねたところ、「いつも気にな
る」「ときどき気になる」は合わせて14.3％にとど

まった。一方、「あまり気にならない」「全く気にな
らない」は合わせて59.5％に上り、「どちらでもな
い」という無関心の層も26.2％いた。「気にならな
い」と合わせると85.7％に上る。視聴者にとって、
手あそび動画における最大の関心事は歌詞と動作で
あり、その実技が音楽的に正確で良い演奏であるか
否かは、さほどの関心事ではないことが読みとれた。

４．総合考察─ソーシャルメディアの発展と
手あそび歌の音楽教育的要素の関連

4 - 1．ソーシャルメディアが普及したことにより何
が起きたか
YouTube等の動画配信サイトは、誰でも情報を発
信できるため、出演者の歌唱の基礎的な技術レベル
は保障されていない。特に「音程のズレ」はほとん
どの動画において見られる。また、アニメの声優を
模倣したような発声で演じられたものも目立つ。こ
うした演奏について、アンケート調査結果では85.7％
の回答者が気にならないと回答しているのである。
本学の音楽表現の授業では、器楽と声楽を必修課題
とし、通算３期（１年間）、ピアノおよび声楽、さ
らにソルフェージュ、リズム打ち等の基礎訓練も実
践しているうえでの結果であることについて、考察
が必要であると感じる。
以上は保育者養成校の授業における結果である
が、保育士試験のみで資格を取得する社会人学習者
においては、こうした授業を受けていない分、同様
かそれ以上に音楽的な気づきが少ないことが予想さ
れる。
さらに、誰でも公開できるということは、間違い
があってもそのまま拡散されるということである。
多数の動画からどれを手本とするのか、利用者側の
リテラシーが問われる。今後はこうした情報の見分
け方や利用方法、また、情報源の選び方等のリテラ
シー教育も音楽教育において必要なのかもしれな
い。方法についても検討が必要である。

4 - 2．伝承あそびの性格が再び強まったのか
しかしながら、伝承の変遷に見てきたように、そ
もそも手あそびは、わらべうたのひとつとして遊び
継がれてきたものであった。子ども同士で、あるい
は大人から子どもへと日常の遊びを通して伝わる際

図11　最もよく利用するデバイスについて（％）
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に、音程・リズムの正確さや、発音・発声の技術等
は問われないし、指導者の指導を受けて反復練習を
することもない。しかし、共に体を動かして遊ぶう
ちに自然とリズムが生まれ、他者と呼吸を合わせよ
うとしたり、リズムに乗って遊んだりすることによ
り、リズム感や音程感覚も自然に身についたはずで
ある。これが伝承遊びの本来の姿であることを思い
出せば、ソーシャルメディアによる情報拡散は現代
的な伝承と捉えることもできるのだろうか。技術的
に不確かな実技も、人から人へ伝わる際には自然な
ことという捉え方をしてもよいのだろうか。しか
し、昔の伝承あそびとソーシャルメディアによる情
報拡散の最大の相違点は、伝える際に直接触れ合わ
ないことである。インタラクティブメディアが浸透
しつつある今日ではあるが、こと手あそび歌の動画
に関しては双方向性はなく一方的であり、視聴者は
受動的で、情報発信者と一緒に声を出して音程を自
然に合わせようとする感覚や、互いの呼吸を感じ
合ってリズムを合わせようとする感覚は決して得ら
れない。このことが最大の相違点であり、これが欠
如している限り伝承とはいえないという意見も考え
られる。
それならば、保育者養成音楽教育で手あそび歌を
扱う際の目標・ねらいを問い直す必要があるかもし
れない。幼稚園教育要領や保育所保育指針等におい
ても、演奏技術を訓練するような音楽指導方法は過
去のものになり、遊びや生活を通して音楽に親し
み、楽しむことがねらいとして示されている。保育
者は、手あそび歌の楽譜を読み、楽器でメロディを
確認したり歌唱練習をしたりすることは再び不要に
なるのであろうか。コダーイの芸術教育において
は、伝承あそびであるわらべうたを教材として、保
育者は正しい音程・リズム、適切なテンポ、心のこ
もった声で歌うことが求められる。日常のあそびに
おける保育者のなにげない歌唱ひとつひとつが、自
然に音楽的であることが乳幼児の音楽性の発達に
とって大切なのである。これと同様に、研究者は音
楽教育者として、手あそび歌においても、演じる保
育者の一人ひとりが自然に音楽的であってほしいと
考えている。手あそび歌はわらべうたから派生した
ことを考えると、コダーイの指導法を養成校の授業
で応用することは検討の余地があろう。

4 - 3．保育者養成音楽教育において手あそび歌をど
う扱うべきか
これらの考察から、今後の保育者養成音楽教育に
おいては、楽譜や楽器を使わずに学習者自身も幼児
と同様に遊びを通して音楽性や感性を養う学習方法
が新たに必要であると考える。従来の、楽譜と器
楽・声楽による訓練によって手あそび歌を学ぶ方法
は再検討の余地があるのではないか。その際には、
わらべうたを使ったコダーイの指導方法は効果的に
応用できるかもしれない。
また、ソーシャルメディアとスマートホンは学習
者にすっかり浸透したことが調査結果から明らかに
なった。この現状を養成校教育において積極的に受
け入れ、手軽さを否定するのではなく逆にフル活用
した授業および学習支援システムを構築し、時代お
よび学習者の行動に応じた実践を開発することが望
ましいのではないだろうか。

５．まとめと今後の課題
本研究では、手あそび歌がソーシャルメディアに
より情報拡散することの問題点を考察し、音楽教育
および保育者養成教育における課題について検討す
ることを目的として調査研究をした。学習者の情報
源はソーシャルメディアであり、利用端末はスマー
トホンが圧倒的多数であった。誰でも情報発信で
き、圧倒的な情報拡散力からその影響力も強いメ
ディアであるが、音楽教育的側面から見ると情報発
信者の演奏技術等には未熟さが目立ち、現状のまま
でよいものか、検討の余地がある。手あそびはそも
そも伝承遊びであることを考えれば、楽器を使った
歌唱練習等が適しているのかどうか、指導方法から
問い直す必要があるかもしれない。しかし、研究者
は音楽教育者として、保育者と子どもの日常生活に
おけるなにげない手あそびうたのひとつひとつが、
自然に音楽的であってほしいと考える。また、これ
だけ広く深く生活に浸透したソーシャルメディア
を、音楽の演奏技術が未熟であるという理由で視聴
を避けるよう学習者に求めることはもはや現実的で
はないと考える。保育者養成音楽教育においても、
こうしたメディアを有効活用していく積極的な態度
が望まれるのではないだろうか。高視聴率をいか
し、優良なコンテンツを教育機関として配信するこ
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とにより、学習の質向上が期待できる。保育者養成
校においても公式チャンネルを持つ学校が増えてい
る。こうしたチャンネルを活用して、より良い情報
を多数発信することで学習機会および環境を整備し
ていく積極的な態度は、保育者養成教育の質向上お
よび保育者の専門性の向上に資すると考えられる。
今後も実践を試みていきたい。
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